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水
泳
授
業
時
の
紫
外
線
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書

夏
に
な
り
学
校
の
体
育
の
授
業
で
水
泳
が
行
わ
れ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
一
年
で
最
も
紫
外
線
量
が
多
く
な
る
時
期
で
、
授
業
が
行
わ
れ
る
十
時
か
ら
十
四
時
の
間
は
さ
ら
に
紫

外
線
が
強
く
な
る
時
間
帯
で
す
。

紫
外
線
は
皮
膚
の
細
胞
の
遺
伝
子
を
傷
つ
け
、
将
来
的
に
シ
ミ
や
シ
ワ
な
ど
の
肌
の
老
化
を
招
き
、
皮
膚
が
ん
の
発
症
率
を

高
め
る
と
言
わ
れ
て
い
て
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
も

一
、
子
供
時
代
は
細
胞
分
裂
も
激
し
く
、
成
長
が
盛
ん
な
時
期
で
あ
り
、
大
人
よ
り
も
環
境
に
対
し
て
敏
感
で
あ
る

二
、
子
供
時
代
（
十
八
歳
未
満
）
の
日
焼
け
は
後
年
の
皮
膚
が
ん
や
眼
の
ダ
メ
ー
ジ
（
と
く
に
白
内
障
）
発
症
の
リ
ス
ク
を

高
め
る

三
、
生
涯
に
浴
び
る
紫
外
線
量
の
大
半
は
十
八
歳
ま
で
に
浴
び
る

四
、
紫
外
線
被
ば
く
は
、
免
疫
系
の
機
能
低
下
を
引
き
起
こ
す

五
、
子
供
た
ち
は
室
外
で
過
ご
す
時
間
が
多
い
た
め
、
太
陽
光
を
浴
び
る
機
会
が
多
い

（
子
ど
も
の
た
め
の
紫
外
線
対
策
協
会
翻
訳
）

一



の
五
点
の
理
由
か
ら
子
ど
も
の
紫
外
線
対
策
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
プ
ー
ル
の
水
質
が
悪
く
な
る
等
の
誤
解
に
よ
っ
て
、
日
焼
け
止
め
用
の
サ
ン
ス
ク
リ
ー
ン
剤
の
使
用
を
禁
止
し
て

い
る
学
校
が
多
く
あ
り
ま
す
。

児
童
生
徒
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
な
肌
を
保
ち
続
け
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、
水
泳
授
業
時
に
サ
ン
ス

ク
リ
ー
ン
剤
の
使
用
を
認
め
た
り
、
プ
ー
ル
外
で
は
体
操
着
を
着
用
す
る
、
も
し
く
は
、
ラ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
ド
を
着
用
す
る
な
ど

の
対
策
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

水
泳
授
業
時
の
紫
外
線
対
策
に
つ
い
て
各
学
校
ご
と
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
国
で
一
定
の
基
準
を
示
す
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
が
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

右
質
問
す
る
。

二


